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はじめに
日本の近代とミクロネシアの接触は，いわゆる、､邦人虐殺事件〃がその始まりとされてい
る。それはマーシャル群島中のラエ島に漂着した日本船の乗組員6名が殺され貨物が掠奪され
たというものである。明治17年のことである。北緯10度以南，東経170度近くの太平洋の島
での事件に，外務省はこれを問題視して2名を派遣し，ことの処理に当たらせている。日本政
府の大参与な対応は，以下のような当時の､'南進〃論と無関係ではなかった。
榎本武揚は「手前は小笠原島より尚以南にある『ラドローネン』（注・フィリピン）諸島を
も『イスパニア」より買入て日本領と為す事を先達建言し」（明治9年9月12日付宅状，『西
（1）
伯利亜日記｣）と述べている。
志賀重昂は明治19年軍艦筑波に便乗してオーストラリア，南洋諸島を視察し『南洋時事』
(明治20）をまとめている。その中で「近時檬州の形勢は旭日の東天に昇るが如く，其の進歩
発達の速度は尋常思想力の外に出るものにして，前途を予想すれば恂に将来我国の物産を販売
すべき一大市場にして」とか「クサイ島の位置たる，実に我が日本より檬州に至る航海線の衝
路に当りて（略）異日我が国と濠州との間に貿易航路を敷き，帆走船の来往するもの相頻繁な
るに至れば，或はこの島に寄泊して薪水果物を取り，且長途の労を慰するものあらん。必ずや
（2）
他日この島の我が国人に要ある，決して紗少に非ざるべし」と述べている。
（3）
矢野暢「『南進』の系譜」によれば，哺進論」は「明治20年代に集中的に噴出」していて，
志賀重昂『南洋時事』の特徴は，1，南洋という概念を，東洋，西洋と同位の重要なタームと
して措定したこと，2，西洋に対してアジアの黄色人種共通の危機を提起したこと，3，にもか
かわらず（或いは，それゆえに）英国との外交に必要性を説いたこと，4，商業主義的海外の
雄飛を説いたこと，であるとされている。
ミクロネシアは，まず海洋王国スペインに占領され，その後米西戦争によってスペインが手
放したところをドイツがとって代わり，更に第一次世界大戦で，日本が占領し，国際連盟によ
って委任統治を任されたのである。それは1919年のことである。＄'南進〃の思想は以前から
あり，それは単なる、'南〃への冒険といったロマン，男の夢，という性格のものの承ではな
く，国策としてあったことが分かる。そこには，国防と市場という考え方，そして民族主義が
太平洋の発見「南洋貿易株式会社五拾年史」小菅輝雄編著『南洋群島昔今』（1977,5グアム新報社）
同前
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見てとれる。
このような、､南進〃論は，、､北進〃論や､'外交〃をくく･り抜けて大正時代にもあらわれ，そ
（4）
うして昭和期の大東亜思想へとつながって行った。
「山月記」や「李陵」という小説で知られる中島敦がミクロネシアに赴いたのは，太平洋戦
争の始まる直前の1941年6月である。父が教育者で，奈良，静岡と転々 としながら1920年11
（5）
歳の時に朝鮮京城に渡り，1926年17歳まで其地で過ごした経験を持つ中島敦には，眺方
行」という未完の大作があるが，持病の喘息を治すためと小説執筆専念のため南洋庁へ就職
（6）
することになる。1940（昭15）年にはスティブンソンの作品や伝記を読んでいるところから
も，彼の11南〃への想いがわかる。1941（昭16）年6月16日，それまで勤めていた横浜高等
女学校を退職し，28日サイパン丸で横浜を出発する。南洋庁内務部地方課勤務・国語教科書
編修書記としてである。7月2日サイパン島，3日テニヤン島，5日ヤップ島を経て6日パラ
オ島コロールに着いている。アミーバ赤痢やデング熱で苦しんだ後9月から南洋諸島の公学校
視察に行き，トラック諸島，ポナペ島，クサイ島，レロ島，ヤルート島などを見て11月にコ
ロールに帰着している。その後10日もたたない内に二回目の出張旅行に出かけ約1ケ月，ヤ
ップ，ロタ．テニヤン，サイパンなどを見て回り，明けて1942（昭17）年3月東京出張を契機
としてそのまま南洋庁を辞職することになった。
中島敦は約8ケ月間ミクロネシアを見て回り，そのことがきっかけで，倖福」咲婦｣雛」
「環礁」という作品を書き，他にも遣稿となった「章魚木の下で」というエッセイを残してい
る。またぐ手帳>にもミクロネシアでの記述があり，殊に〈日記>はく南洋日記>が残っているし，
（7）
<書簡>も多い。
筆者は1986（昭和61）年8月22日から9月7日までヤップ，トラック，ポナペ，サイパン，
テニヤン，グアムと巡り，数人の方たちから戦前の「公学校」のことや．島の伝説などをお伺
いすることができた。以下，その記録を参考にしながらミクロネシアと中島敦について述べて
ゑたい。
1．南洋行
中島敦は前述したように昭16年6月28日に横浜を発ち，サイパン，テニヤン，ヤップを経
（8）
て7月6日パラオ島コロールに着いている。当時のミクロネシアの船舶航路は(ｲ)内地群島間航
(4)この間の事情は「『南進』の系譜」（前掲書）に詳しい。尚，矢野氏は南進論と大東亜思想を直線的
に捉えてはいない。
(5)中島敦の年譜は濱川勝彦編『鑑賞日本現代文学17』（昭57，1，角川書店）を参照した。
⑯）、南〃に行くその原因については，濱ﾉ||勝彦氏が「中島敦の作品研究』（昭51，9，明治書院)で触れ
ておられる。
⑦手帳や日記や書簡については,『中島敦全集第三巻』（昭和55年第5刷，筑摩書房)に編集されてある。
(8)筑摩版全集第三巻のく書簡＞番号87，88，90～95
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路,tｳ群島相互間航路及内地帰還航路，的内地，パラオ，爪畦間航路，㈲群島内離島間航路，
㈱南太平洋諸島線，㈲ニューギニア航路の6航路に大別される。更に(ｲ)は①西廻線（神戸，大
阪，門司，横浜から，サイパン，テニヤン，ヤップを経てパラオ，アンガウルを往復するもの
で年40回),②東廻線（神戸，大阪，門司，横浜から，サイパン，トラック，ポナペ，クサイ
を経てヤルートまで往復，年19回)，③サイパン線（神戸，大阪，門司，基隆，那覇，八丈
島，二見，サイパン，テニヤン，ロタ，年18回）に分かれていた。この航路を巡航する船は，
笠置丸（3141屯)，サイパン丸（5533屯)，近江丸（3394屯)，生駒丸（3157屯)，山城丸
（3427屯）パラオ丸（4495屯)，泰安丸（3159屯）で，中島が乗ったのはサイパン丸であつ
（9）
た。これらの船はいずれも日本郵船株式会社の船でサイパン丸はその中でも豪華船であった。
中島の任地パラオと内地間には，《)の他⑳の年12回の航路があったので，合計すると年52
回，月4～5回船が往復していたのである。パラオには南洋庁が置かれ，ミクロネシアの拠点
であったからだが，それにしても航海所要日数9日～10日の距離にある南洋へ相当な交通が
あったことが今さらながら驚かされる。まさに日本の＄'領土〃として機能していたと思われ
る。
中島敦はこの年の4月「去年の暮から，ひどい発作が続いて勤めるのが辛いので，この4月
から辞めることにした。（略）湿気が恐ろしいので，6月頃から満州の叔父の所へ行きます。
(10)
冬は，また何処か暖かい所を探して出掛けます」と述べている。＄､南〃に行く主眼はやはり持
病の喘息のためであったことが分かるが「近い中に南洋（パラオ）の方へ一病気のため，及
（1）
び，生活のため一行くことになりそうなので」などと，不安を抱えながらも意外にあっさり旅
立とうとしているのは，今述べたような，当時のミクロネシアの！'近さ〃からであろう。ある
程度の気負いはあったであろうが，近代的自意識が見事にバラバラにされる未知の熱帯の島と
いうような冒険への痛いようなおののぎはなかったのではなかろうか。満州行を計画していた
（12）
のを、'南〃へ改めたのは5月末と思われ，6月末には出発しているのである。この変更は，中
島敦がかなりいい加減に〈暖かい所＞ということで決定していることを表わしている。昭和14
年版『南洋群島現勢』（南洋庁長官官房調査課編『南洋群島昔今』所収）には，常夏，涼風の
凌ぎ易い島々 であるが，多雨多湿なるマイナス点が挙げられており，果して喘息に最適地かど
うか，熟考の末の結論ではないことが分かる。だから「今，海は静かだが，暑くてかなひませ
ん」（7月2日，サイパン丸にて）とか「今日此の遺跡を見て来ました。馬鹿々 し々く大きな
石です。暑くて堪らぬ」（7月3日テニヤン），曙い。暑い。やっぱりお前達を連れてこなく
て良かった。暑さだけで頭が変になりさうだ」（同前）と述べることになる。
このような、防御〃の視点では人や社会を見る目は曇り，風景も避難所としてしか映らな
（9）＜書簡＞90
(10）＜書簡＞78
(11）＜書簡＞85
(12）＜書簡＞78～82,及び濱川編＞（前出）より
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い。「ヒビスカスやカンナやパパイヤの植わってゐる官舎を見ると，お前達をよびたくなる
が，しかし，之はよっぽど考へて見なければならぬことだと思ふ。こちらで育った幼児は大
抵，島民に似た容貌をしてゐるんだよ。確かに。色の黒いのは仕方が無いとしても。目がドン
グリ眼で髪がちぢれて，唇が厚いんだ。頭も島民の子に近いんぢゃないかと思ふ」（7月6日
パラオ）という言葉は､'病弱〃であるゆえの帆保身〃を考慮しても，次のような島尾敏雄の批
評の鰊をさけることはできない。
つまり彼は，文部省の国語編修書記として当時南洋庁所在のミクロネシアに渡ったのだ
から，たとえ彼の性質からその権威を充分に発揮することはできなかったにしても，いず
（13）
れ「ヘルメット帽」をかぶった「役人」の視点から全く自由であることは出来なかった。
（14）
筆者はグアムからパラオヘの飛行機の中でサイパンで働いているコロール出身の女性と隣り
合わせたが，祖母がコロールの女性で祖父は日本人，大阪に住んでいるということだった。そ
してその祖父は戦争が始まると同時に､'内地〃に疎開し，今から2年前（1984）「ニュー・ワ
イフ」と「グランド・チィルドレン」をつれて，ハワイからコロールに旅行して来て会ったと
いうことであった。この女性は日本人三世なのである。祖父に始めて会った日付を克明に覚え
ていた。これは筆者が最初に出会った､､ミクロネシア〃であったのだが，このような事例は，
以後あちこちの島でいやという程出会うことになった。＄､南進〃論の一つの帰結がこのような
悲劇となっている。
2．パラオ
（15）
中島敦はパラオのコロール島に着くとすぐに横浜の愛妻「中島たか」に手紙を出している。
その内容は．気候が良くないこと，食事のこと，陸の電灯が暗いので困ってゐる。十ワット
だから（略）全然，何もできない」こと，でも月は明るいこと，「この島は官舎だらけだ」と
いうこと，「ヒビスカスやカンナやパパイヤの植わってゐる官舎を見ると，お前達をよびたく
なる」こと，病気のことなどである。パラオの気候（高温多湿）についてはこの後も再三同様
のことを訴えている。また食べものについての記述は妻宛，子供宛，知人宛の随所に書かれて
いる。パラオに落着いてから群島めぐりをする時に一等B(当時の船賃表を見て承ると一等は
三等の約3倍，一等Bは一等の1割5分引きである）を選んだのもその＄'食物〃が大きく影響
している。「コロールで食べられなかったものが，色々船上で，たべられるのは有難い。パ
ン。肉類，ケーキ類，ナシ。ブドウ。リンゴ，卵，その他」（123…全集書簡番号，以下同）
と書いている。僕にイヤでイヤで堪らぬ官吏生活（略）の中で唯一の息抜きの出張旅行」
（117)と父宛に書いているが，それは真情であったろうと思われる。本を見るための電気があ
(13）
(14）
(15）
＜全集＞月報3，昭和51年9月「中島敦と南島」
22歳で祖父の名も覚えている。
＜書簡＞96
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り，3時になると紅茶とケーキのおやつが出，ラジオの音楽放送が聞け，胞々 な南洋綺談」
を楽しゑ，奇麗な海と空の青に浸る，そのような快適な船旅を味わっている。そこでは美しい
自然と文明が調和している。パラオではそれが得られなかった。月は明るいが，それで新聞，
雑誌をこころゆくまで読むことができないのである。「自然の眺は豊かですが，どうも，まだ
文化が恋しくて困ります」（104）とか「最近は，文芸春秋や改造や中央公論は，南洋庁の方
へ来ることになった様だから，さういふのはいらない，ただ『文学界』と『文芸』と『新潮』
と（略）送って頂きたいと父様にお願ひしてくれ」（130）とか「船の中で，文芸春秋の九月号
（略）を見たら，土屋（略）が，座談会に出て，しゃべってゐる。前月（八月）号の座談会に
は吉田（精一）が出てゐる。皆さん，お賑やかなことだよ」（同前）と言っている。11中央〃
の文壇への意識がそのまま流れていて，、'透明〃な視線は未だ獲得されていない。
中島にとってミクロネシアの、'自然〃とは何であったのだろうか。確かに沢山の花や樹，ハ
イビスカスやカンナやヤシの樹，そうしてエンジェル・フィッシュが書かれている。しかし，
そういったものは､､自然〃として描かれているのであろうか。それは「オレの家（略）トレニ
アと白サルヴィヤの咲いている筈のオレの庭（略）三月になると，桜草どもが，もう蕾をふく
らまし始める，あの（略）庭」（115）の延長の庭の花でしかない。中島には，人が自然と関わ
る時の次のようなドラマは依然として見えていなかったと思われる。
大正十五年六月
南洋庁始めて植民区画地設定の為実地踏査をなす。
（略）当時鯵蒼たる樹林に覆われ密林地帯をなし，こ上を貫流する「ガルミスカン」川
に沿う所は湿地帯にて泥土膝を没する有様なりぎ。この川口は内南洋唯一の入江鰐の棲息
地にて現在も時折其の出没するを見る。昔この地は原住民住居し一部落を形成せるものに
して当時の遺跡を今尚残し人骨等を発掘せることあり。然しながらこの地は比較的原住民
生活には不適なりしもの上の如く全く退去せし為（原住民の闘争の結果退去したとも云わ
る）人跡未踏の如き状態なりき。
（16）
（『農業開拓史パラオ朝日村建設年表｣）
だから，膣く役所って，イヤな所さ。東京あたりの中央の役人はね，役人のタチが何とい
っても高級だから，話が分かるんだがこちらの役人連と来たら，大抵は中学を出てから，直ぐ
つとめて，二十年も三十年もつとめ上げたといふ様なのが多い。僕は別に学歴の低いのを軽蔑
しはしないが，さういふ人達は，とかく，僕のやうに途中からはいって来て，若いのに，自分
達の上に座る者に，どうしても反感を持つらしいんだ。（略）そんな始末で，役所の中は，面
白くない事だらけさ」（141）という不満を，なんの照り返しもなく吐くことになる。
パラオのコロール島には南洋庁の本庁があり，他にパラオ支庁，高等法院，医院，郵便局，
気象台，熱帯産業研究所，木工養成所などの官庁が集まっている。それぞれの官庁の近くには
内務部長官舎とか長官邸，それに官舎（合宿）とかがある。中島は最初アラバケツ村という南
(16）南洋経済研究所編・昭18年5月。『南洋群島昔今』（前出）所収
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洋庁舎の南の寮に居たのだが，後に南洋庁のすぐ近くの「第五宿舎」に移っている。近くに
「パラオ医院」も「パラオ小学校」もある便利なところである｡13年4月1日現在のコロ
（17）
一ル市街図には「二見タクシー」とか「グリンパレス」「キムラヤ」「魚金」「あづまや」上
葉屋」「南開軒」「花月」「幸楽」とかの名が見え歓楽街にも近いことがうかがえる。このコロ
ール島はパラオ本島の南にくっついた小さな島であるが，当時パラオ支庁管内（アンガウル島
その他小島を含む）人口約2万4千人のうち，1万3千4百人住み，その内訳は日本人1万2
千人，島民1千3百人である。圧倒的に日本人の多い島であることが分かる。官庁だけでな
く，「南洋拓殖株式会社」哺洋貿易株式会社」哺興水産株式会社」脚木本真珠養殖所」「南
洋新報社」など，その他10数社がひしめきあっている。映画館などもあったと思われる。ま
さに南洋群島の首都として賑わっていた。日本人の子供の行く「小学校」は中心地にあり，島
民の子供の行く「公学校」は町はずれに建てられている。「アパイ」という伝統的な村の集会
所もそのような町はずれに残っている。パラオ管内ではこのコロールと，はるか南の島アンガ
ウルに「小学校」があるだけで他にはないようである。パラオ本島は未だ植民中で「朝日村」
のような有名な植民地があるが，「小学校」はなく「公学校」のゑ海岸添いに3つ建てられて
いる。アンガウルは有名なリン鉱の島であり，パラオ本島は農業振興の島である。
南洋庁の組織の中で学校は，小学校25（内高等科を併置するもの12)，公学校25（内補習
科を併置するもの6），木工徒弟養成所1，実業学校1，高等女学校1である。小学校，公学校
はサイパン，ヤップ，パラオ，トラック，ポナペ，ヤルートの6支庁にそれぞれあるが，木工
徒弟養成所はパラオに，実業学校と高等女学校はサイパンにしかない。実業学校は農業科と商
業科に分れ，南洋群島での実業に従事する者を育成することを目的としていたらしい。女学校
は普通教育を内地と同程度で授けていた。女学校は原則として日本人の＄'子女〃が行くための
ものであった。（実業学校も恐らくそうであったと思われる）
筆者はテニヤンでサイパンの実業学校を出たという人に会った。彼は父が韓国人，母はロタ
出身である。父がロタにやって来て（強制的に連れてこられたと'憶測される）その島の娘と結
婚し，彼が生まれたのである。彼は現在テニヤンで商売をしており，妻は韓国人である。そう
して妻の弟の家族も呼び寄せて一緒に暮らし，フィリピンの出稼ぎ娘を5～6人使っていた。
彼はロタの日本人学校に通い，尋常6年，高等2年を経てサイパンの実業学校に進学したので
あった。現在でも日本語は堪能で，日本の新聞をスラスラ読んでくれた。中島は「東の方の島
と々違ってこの辺の子供（島民）は，日本語が達者だ」（書簡，11月27日サイパン，145）と
述べているが，サイパン，テニヤンはかなり日本と｛､近かった〃と言っていいだろう。
中島敦がミクロネシアを次第に知るようになるのは，コロール在住の土方久功の影響が大き
い。土方は劇作家士方與志の弟で彫刻家，南方民俗研究家である。中島はパラオ，コロールに
着いて，下痢，熱で苦しめられ，やっと落ち着いた頃，日記に次のようなことを書いている。
「九月十日（水）午後，土方氏，渡辺氏，久保田氏等とアルミジ島民部落を訪ふ。部落に入る
(17）『南洋群島昔今』所収。
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や，往昔の石畳路の掘起されて軍用道路となるを見る。島民又転居する者多きが如く，土方
氏，頻りに嘆く。（略）椰子樹多く伐倒され，石畳変じて畑となる。焼き払はれし傾斜地の中
央に一本のモモタマナ(amieh)の巨樹あり。掌援類の植物をまとうて，屹然として立つ。
亡び行く民族が最後の酋長の姿に似たり｣。ここには日本の産業や軍の開発に対する抗議の眼
がある。これを単に感傷に流してしまわぬためには，自らの、､公務〃への反省が必要であろ
う。異民族の言語（日本語）を強制している官吏という己れの構造をである。
アルミズ部落はコロール島の東のはずれであるが，この小さな島は到る所{'日本〃によって
占領されていた。
9月15日には南洋諸島巡航の旅に出るがその船中でも「東京のラジオ，七時のニュース，
頗る良く聴える，南島巡島記読了，頗る面白かりし」（｢日記」9月17日）と書きつけている。
文明と未開がこのように並置され，未だその矛盾に気づかず，＄面白い〃とされているのであ
る。ミクロネシアには翌年3月まで8か月滞在しているのであるが，帰日後，先述したように
{'南洋〃に関する作品を幾つか発表している。しかし，それらはミクロネシアの現実の姿を描
いていない。むしろ「その中ひまな時でもあったら，一度遊びに来て呉れませんか，（略）南
洋の奇談，珍談だけは沢山ありますよ」（昭和17年5月22日164）といった程度のものであ
った。昭18年遺稿となった作品に「章魚木の下で」のいうのがあるが，その文章の最後に「ま
だ南洋呆けがさめないのかも知れぬ」とある。これは言葉のセンスの問題であるが，｛'南洋〃
でスペイン人，ドイツ人，琉球人，朝鮮人，日本人，チャモロ族，カナカ族といったさまざま
な国に出会った筈の中島の言語に$'国際〃性が感じられぬのは，彼の限界であろう。
3，ポナペ
中島敦は9月15日パラオ，コロールを出て，船（パラオ丸）でトラックを通り22日ポナベ
に着いている。ポナペでは中心地のコロール（コロニヤ）と小学校。公学校を訪問し，次の
日，西方のジョカージを訪ねている。ポナペは群島最大の島で，太平洋の島に似ず山獄重畳と
しており，渓流に恵まれ，東の山中にある滝つぼは，マタラニウムのナンマドール遺跡と共に
1986年現在でも名所になっている。学校はコロールとマタラニウムに公学校・小学校がそれ
ぞれ1つずつ，コロールとマタラニウムの中間のウーと，島の南岸キチーに公学校が1つずつ
ある。中島はこのうちコロールの学校を訪ねており，ジョカージを訪ねた理由は「島民部落」
への興味からであろう。密林の中を切り開いた道を島民のガイドに連れられ通って行った中島
は椰子や綿の木やマンゴーの大木に感嘆し，圧入」の歓迎を受けている。そうして「一般に
ポナペに来て気が付くことは，西洋人と士人との混血が大変多いことだ。立派な顔をしてゐる
のがゐるよ」「四つ位の男の子と女の子が並んで「コンニチワ』といふ。かはいいといった
ら，ない。この児たちは混血なんだ。顔立ちが良すぎる」（125）と言っている。ポナペはス
ペイン時代，ドイツ時代，両時代に亘って政庁に島民が叛旗をひるがえした稀有な島である。
1887年7月ジョカージ大酋長問責に来たスペイン兵19名は殺されコロニアのスペイン政庁は
36 ミクロネシアと中島敦
逆襲を受け，庁舎も破壊されている。スペインは10月マニラから軍隊を出して討伐を開始し
たが，討伐出来ず，新教宣教師の調停にゆだねている。1890年8月から翌年まで及んだマタ
ラニウムの反乱でもスペイン軍は討伐できず講和に持ち込んでいる。1909年ジョカージ村の
反乱はドイツの政庁を襲い，庁長は殺され，政庁は破壊されている。ドイツ軍はニューギニア
から，また青島から軍艦を派遣し，約4百人の兵で50日間かけて，やっと鎮圧している。この
ような歴史の島であり，スペイン，ドイツ時代は，むしろパラオより開けた文化的な島でもあ
った。1986年現在でも大きなカトリック教会の跡が残っていて，今は教会学校としてその敷地
が利用されている。
筆者はマタラニウム在住の沖縄出身者N氏夫妻からお話をお聞きした。<N氏は戦前1928
年頃ポナペに渡り，その地で奥さんと結婚した。奥さんは父がドイツ人で母がポナペ島の出身
者である。奥さんは子供のころマタラニウムの公学校に通い，先生は大体家族持ちで，その学
校のK先生の子守りもやっていた。先生の中にはこの島出身の人も混じっていた。教科書は，
花，烏，人などの絵と言葉のついているものであった。2年の時に浦島太郎を習ったのを覚え
ている。他に算術もあった。先生は厳しくて遅刻したら草取りをやらされた。子供の上2人は
日本人小学校に入れた。そのまま行けばコロニアの日本人小学校に6年まで，更にパラオの高
等科に行かせる筈であったが，戦争で中断した。＞ということであった。たまたまその日遊び
に来ていたひ孫は孫娘とアメリカ人との間に出来た子で，今は自分達が引き取って高い授業料
を払ってコロニアのミッション系のスクールの寄宿舎に入れているとの事であった。ポナペの
彼女の一生は，この島の歴史を体現している。
中島敦が帰京後書いた作品「風物抄」に，Ⅲとして「ポナペ」が書かれている。
島が大きいせゐか，大分涼しい。雨が頻りに来る。
綿の木と椰子との密林を行けば，地上に淡紅色の昼顔が点々として可憐だ。
との書き出しである。間に「土民の児」が「コンニチワ」とあいさつしたこと。部落の民家
の動物のゴチャゴチャした「乱雑」なありさま，主のような老婆のざま，白痴の子のありさ
ま，犬を食べないかと誘われたこと，などが狭まり，終わりは，
はふ一～の態で私は退却した。出がけに見ると，家の入口の左右に，黄と紅と紫との鮮や
かなクロトンの乱れ葉が美しく籏ってゐた。
とある。
「書簡」（特に妻宛に見られる甘えた表現のもの）や「日記」と違って，昨品」は構成され
ている。可憐な昼顔は可憐な「土民」の児の「コンニチワ」につながり，雑然とした民家や犬
の丸焼きは，原色のクロトンの乱れ葉につながっている。花で始まり，花で終わるという＄､美
しい〃起結を持った作品である。しかし，ロマンチックな物語が，このように閉じられるとす
れば，寂しい。「クロトンの乱れ葉」は再び作品に還流し，作品を分解し，作者の文体を乱れ
させなければ，、､異郷〃を見た意味がないのではなかろうか。クロトンの葉の形状は，まるで
ドリルの刃のように幾重にもねじれているのであり，歴史や言語もそのように幾重にもねじれ
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ているのが$現実〃であり、世界〃なのではなかろうか。ミクロネシアにはその｛世界〃が如
実にある。
コンニチワ，イイコダネといふと，子供達はもう一度コンニチワとゆっくり言って大変
町嘩に頭を下げた。頭は下げるが，眼だけは大きく開けて，上目使ひに此方を見てゐる。
空色の愛くるしい大きな眼だ。白人の－恐らくは昔の捕鯨者等の一血の交ってゐることは
明らかである。
「淡紅色の昼顔」が単に可憐としか見えないとすれば，その目はまるで罪を知らぬ少年のよ
うに未熟である。唱顔」には毒があり，野の草花には気をつけねばならぬ。「愛くるしい」島
の児の眼には，底に多言語が多民族が入り乱れて燃え上っている筈である。スチープンソンや
ロティやメルヴィルのロマンはもはや過去のものになっている。
4，ヤルート
ポナペから更に東に行くとマーシャル諸島が拡がっている。
とろりと白い脂を流したやうな朝凪の海の彼方，水平線上に一本の線が横たはる。之が
ヤルート環礁の最初の瞥見である。（略）
全くジャポールは小奇麗な島だ。砂の上に椰子と蛸樹と家々とを程良くあしらった小さ
な箱庭のやうな。（風物抄，ヤルート」）
と冒頭の記述がある。
しかしそのような奇麗な島なのに$'島民〃はびくびくして暮らしている。大酋長の「カプ
ア」は「何処か絶えずおど一～してゐる」のである。「自分からは何一つ言出さずに，たぐ此
方の言ふことに一々大人しく相槌を打つだけである」という有様である。中島は「帰途，案内
の支庁の人に聞く所によれば，カブア青年は最近（私が先刻見た）妻の妹に赤ん坊を生ませて
大騒ぎを引起こしたばかりだとのことである」と記しているが，原因はむしろそこにはない。
「私を案内して呉れる役所の人がヘルメットをかぶって道を行くと，島民共は，鞠躬如として
道を譲り，恭しく頭を下げる。夏島でも秋島でも水曜島でもポナペでも，何処でもゑんなさう
であった」との記述から「島民」の権力に弱い体質を読象取るのではなく，むしろ「日本人」
と「軍部」が，いかにミクロネシアに対して権力的であったかを読み取らねばならないだろ
う。「スティヴンスンやロティの世界の如し。か上る島々に，黒き楽団をつれて旅するは，如
何に楽しきことぞ1遊意をそ入らる上こと頻りなりき」（日記，9月29日）とか「僕は今迄の
島でヤルートが一番好きだ。一番開けてゐないで，スティヴンスンの南洋に近いからだ」（書
簡，10月1日・131）と夢想しているが，現実のヤルートはそうではなかった。前田哲男著
（18）
『棄民の群島一ミクロネシア被爆民の記録」によれば，ミクロネシアは，ハワイーグアムーフ
ィリピンと連なるアメリカの軍事基地の鎖の中間，及び米本士とオーストラリア交通線の中間
(18）時事通信社，昭和54年8月
38 ミクロネシアと中島敦
に立ちはだかる日本軍の洋上要塞」であって，米艦隊と真っ先にまゑえるマーシャル諸島には
「潜水艦基地と水上偵察機基地が集中的に整備された」のであった。やがて戦争が始まると
「ほとんどの島が空と海からの攻撃にさらされ」「クェゼリン」と「エニウェトック環礁では
日本軍守備隊が全滅」し，「南洋庁支庁所在地ヤルート環礁のイミエジ島は再三の空襲で島が
ちぎれ，満潮時になると島の中央部に川ができるほどの被害を受けた」のである。「ミレ，ウ
ォッゼ，マロエラップ環礁では孤立した守備隊が飢えに苦しゑ，住民を食糧採集の強制労働に
狩り立て，脱島者はスパイの名目で仮借なく処分した（多くの島の住民がこのような事件を記
憶しているが，公式記録の上で明らかにされているのは，ヤルート島で住民17名を処刑した
ケースの承である)」ほどであった。同じくミリ（ミレ）島には，飛行場が設置され,EOOO
人を越す陸海軍将兵が進出していた」ので食糧事情が急を告げ「こうした軍の住民迫害を契機
に，ともに圧迫されていた朝鮮人軍属と住民が連合して，武装蜂起」しセルボン島を占拠した
のだが，曜日，ミリ島から派遣された部隊に指導者ティティアム以下全員が殺され｣，その
数は「住民・朝鮮人合わせて200人とも300人ともいわれて」いたのである。もっとも中島敦
がヤルートに滞在したのは1941年9月であり，日米開戦12月8日の直前であるが，しかしま
た日米関係は日増しに悪化し，風雲急を告げる時でもあった。パラオのアンガウル島では次の
ような話も記録されている。「ドイツに代わってやった来た日本は，半強制的にアンガウルか
らブタ，トリ，バナナ，パパイヤ，サツマイモなどを調達していったことを年寄りたちは憶え
ています。特に日本帝国海軍はただ同然の値段で取り上げていったそうです。え（？）いえ，
（19）
戦争中の話ではありません。日本がいた時代の話です」（斉藤達雄著『ミクロネシア』）。マー
シャル諸島は戦後アメリカの66回にも及ぶ核実験場となり，死の島と化し，住民は現在も深
刻な被爆に苦しんでいる。
5，トラック
朝，校長の官舎で食事をしてゐると，遠くから歌声が聞こえて来る。愛国行進曲だ。多
くの子供達の声と直ぐに分かった。声がだん一～近付いて来る。あれは何ですと聞けば，
同じ方面の生徒達は一緒に登校させるのだが，其の連中が，合唱しながらやって来るのだ
といふ。（略）一同が校長の家に向かって横隊になる。と，一済に，オハヨウゴザイマス
と言ひながら頭を下げた。それから，又，先頭の腫物だらけの旗手が，ミギ向ケミギ1
前へススメ1をかけて，一行は，愛国行進曲の続きを唱いながら，官舎の隣の学校の方
へと曲って行く。（略）夏島あたりと違って余り整ったなりをしてゐる者は無い。ゑん
な，シャツを着てゐるとはいふものの，破れてゐる部分の方が繋がってゐる部分より多さ
うなので，男の子も女の子も真黒な肌が到る所から覗いてゐる。足は勿論全部跣足。学校
から給与されるのか，感心に鞄だけは掛けてゐるやうだ。てんでに，椰子の果の外皮を剥
(19）すずさわ叢書3’すずさわ書店，1975年10月
ミクロネシアと中島敦 39
いだものを腰にさげてゐるのは，飲料なのである。其等のおんぼろをぶら下げた連中が，
それ一ｺ､･足を思ひ切り高く上げて手を大きく振りつつ，あらん限りの声を張上げて（略）
朝の椰子影の長く曳いた運動場へと行進して行くのは，中々に微笑しい眺めであった。
（個物抄Ⅳトラック｣）
これは月曜島の公学校の生徒のありさまである。
ところで，筆者はヤップの公学校のことについて現地の人から聞くことができたので，以下
記してゑたい。
戦前の公学校はヤップには北部－マキ公学校，中部一アラオ学校，南部一ネフ（ニフ）公学
校の三つがあった。一学年は大体40～50名位であった。教員は皆日本人で大体家族で住んでい
た。教員数は北部4名，中部7名，南部4～5名であった。北部と南部は1～3年まで，中部
は1～5年まであった。北部のマキ公学校では，朝，蓄音機を鳴らしてラジオ体操をやってい
た。オルガンが一台あってその伴奏で「君が代」を唱い，北の日本の方を向いて遙拝してい
た。卒業式には「螢の光」を唱った。科目は図画，国語，算術，理科，道徳などがあった。図
画はハンド・ワークであった。国語はハハ，ハナ，キ，クサなどを覚えている。分数まで習っ
た。音楽の時間はなかった。書き方，読み方，算術などで賞状があった。運動会は北，中，南
合同であり，リレー，高とび，はしごくく･り，なわとび，棒倒し，馬（騎馬戦)，ポール回
し，鉄棒，とびぱこなどがあった。また行事としては「スモウ大会」は一番賑やかだった。校
長先生がじかにラッパ吹ぎの指導を特定の少年に教えて，そのラッパを吹きながら部落じゅう
を回り，会場に集めていた。ラッパは色んな合図に使われた。遊び道具は校庭にシーソー，ブ
ランコなどがあった。校舎はトタンで板張り，土台はコンクリであった。黒板があり，そろば
んは先生だけ持っていた。日本人の子供とは全く別で遊ばなかった。農場の時間などもあっ
た。ポウズ刈りだったので，自分達でガラスのかけらで頭を削った。弁当は木の葉をバスケッ
トに網んだものに入れ，タロイモ，サツマイモ，ポイノミ，コプラ，焼魚，焼ガニなどを持っ
て行ってた。又，昔の生活は，イカダで漁(ビスカン＝突き漁)をやっていた。又，網を使った
りしたが，網はヤシの皮をむいて，それを海の中でくさらせ，さらにまみずでさらして，たた
いて，繊維を取り，かわいたのを束にして網んだ。戦争が始まると日本人の先生達は家族を連
れてみな日本に帰った。戦中はマングローブの中に隠れた。男達は日本軍に飛行場造りを手伝
わされた。公学校の生徒には年1回服の支給がなされた。男はシャツと半ズボン（カーキー
色)，女はワンピースであった。運動靴も，教科書も配給された。規則は厳しいのになると親
を呼びだし，親に草取りをさせた－これが一番つらかった。障艦マーチ」などもラッパで
吹いた。校長先生は自分で歌も作ったし，ヤップ語も知ってて，生徒と共に何事も率先して行
った。軍隊は恐かった。今のアメリカの教育は放任主義で何も教えてくれないし，日本時代に
は民族行事などの習慣をこわさなかったが，アメリカはこわしてしまった。ヤップの子供達に
今も遊びで使われているのに「たて」「よこ」「天国」などの日本語がある。
以上は北部出身で，戦前からミクロネシアにいる沖縄出身の女性と生計を共にしている，現
在コロニア（中部，ヤップの中心地）に住んでいるM氏の話である。
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「風物抄一トラック」の中に夏島の離島ローソップ島の竹踊のことが出てくるが，上記M氏
の話ではくヤップにも竹踊りがあった。10月には「マス」といって，あばれるダンスをやっ
た。日本時代には11月とか7月などに，「パルガプット」（すわって踊る）「バルク」（立って
踊る）「ガッサレル」（同前）「ガッマン」（竹踊り）などの踊りをやった。大体2人位が歌っ
て，あとは踊った。その時には手，足，頭に花をつけた。真珠貝は宝物で，踊りのほうびには
これをもらった。大きな真珠貝は家宝として家に一つあった。高瀬貝なども宝であった｡>と
いうことであった。また，南部ウルル村で聞いた話によると，ヤピースの昔の帥様」（呪術
師）はOldmanで，その「神様」の葬り方は，他の人間が遺体を士の中に全部埋めてしまう
のに対して，頭を土の上に出して埋めていた，とのことであった。
さて，中島敦は「南洋」から子供宛の手紙をかなり出しており，『全集』に「書簡Ⅱ－南洋
からわが子へ（昭16年7月-10月)」として収められている。その中にトラックの「むかし
ばなし」が記されている。「10月？日」（50）のものである。水曜島の「ウニモル山」に関する
はなしであり，それはく二人の大男が力くらべをして，山けりのきょうそうをした。1人の男
がウニモル山をけったらてつぺんの土が遠くに飛んでトラックの島々になり，もう1人の男の
けったのは，小さな島にしかならなかった。ウニモル山の上が平たいのはそのせいだ。＞とい
うものである。
筆者もトラックのモエン島（春島）で，戦前から住んでいる日本出身のT氏に同様な水曜島
の昔話を聞いた。ただT氏の話では，二人の大男が兄弟になっていた。この話はかなり普及し
ていたと思われる。
また，戦後木曜島に渡りその島のマーシャル族の女性と結婚している父日本人，母沖縄出身
のO氏は次のような木曜島の昔話を語ってくれた。
○木曜島ヌーガフ村にある巨大なホラ穴は硬い岩盤である。なぜこのようなホラ穴ができた
かというと，昔，オスとメスの2匹の亀がいて，この亀は神様でもあって両側から掘り進ん
で，出会ったらトンネルができたということである。だから木曜島では今でも亀を食わな
い。またオレイ村の酋長が自分の村の宝物を盗まれないため穴を掘ったという説もある。
○木曜島のエティマル（山の上）には，昔から山の神が住んでいた。その容貌はというと，
耳が一尺，鼻が高く，髪は真っ白で，人間が悪いことばを述べれば出てくるのだという。
マーシャル族は，もともと女と子だけの族で夏島のエリンから発生し，七曜島，四季島と伝
わり，今ではトラック最大の族と言われているらしい。そのマーシャル族の女性（先述O氏
の奥さん）から,O氏の通訳を通して以下のような昔話をお伺いした。
○これは母から聞いた話である。昔々，父と母と子の三人の家族があった。母は早死にし，
父と子（男）だけで生活していたが，ある時，後妻を父がもらった。さてある時父は子と魚
とりに行った。父が潜って漁をしていると，母の魂が大きなワシに変って飛んできて，カヌ
ーの上に居る子の上に止まった。そしてそのワシは「一緒に天に行こう」と言った。子は
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「いやだ」と拒絶したが，しつこく誘う。父が海上に顔を出すとワシは逃げ，潜るとまた誘
う。子の様子を不審に思って父がカヌーの下で潜んでいると，ワシは子に「どうして泣いて
いるのか」と聞いている。子は「義理の母親が自分に残り物を食わす」と言っていた。陀
は一緒に行こう」とワシが言うと，子は「いやだ」と言った。父が再たび顔を出すとワシは
飛んで逃げた。そこで父は家へ帰り，後妻に「水浴びに行け」と命令し，そうして子に尋ね
たらその通りであった。父は後妻を詰問したが，どうしても後妻は本当のことを言わなかっ
たので，とうとう後妻の首を切ってしまった。
○木曜島のサンポテン村に，昔々 母と男の子が居た。その男の子は普通の半分の大きさだっ
た。さて，砂浜にオバケが居て．オバケは村の人達を全部食った。ところがこの男の子は魚
つりに行っていて，難を逃れた。魚つりから帰って来た所で，オバケに出会った。オバケ
は食おうと思ったが半分しか見えないので止めて，男の子の漁ってきた大きな魚の目を食っ
た。そしてオバケは男の子に「知恵くらべしよう」と迫った。男の子は「明日にしよう」
とその場をのがれた。さて次の日知恵くらべが始まった。お互いに隠れて，どちらが先に見
つけるか競争しようということになった。オバケは食ってしまおうと思って家の入口のヤシ
の葉隠れにかくれて持っていた。やがて男の子が出て来てオバケが食おうと飛びついたら，
男の子はさっと隠れて，ついに見つけ出すことが出来ず，降参した。オバケは2度目の「知
恵くらべ」をいどんだ。今度は男の子はナイフを隠し持っていて，そのオバケの口の中に飛
び込承，腹を裂いた。そうすると木曜島の人たちが皆ぞろぞろと出てきた。
○これは木曜島のある酋長（85～86歳）の話である。ここは昔は島ではなかった。水がたま
っていて，そのまわりに木が生え，沼になった。そこには魚が住むようになった。そこには
ウィーター族がすんでいて，村の中に女の子が1人いた。ひいおばあさんの世話をしてい
た。ところでその沼には大ウナギがすんでいた。ある日1人の子供が居なくなったので，お
祈りをしたら，予言者が「朝，午前1時頃沼の方に行った」と言ったので沼を探したが見つ
からなかった。族長たちが集まって相談をしていると，大ウナギが滝を上って行った。ここ
ではウナギは神様と言われている。今度はウナギを探すことになった。そうしたら，鼻，
目，耳，口が人間より大きい大ウナギが見つかった｡把えて丸切りにしたところ，いなくな
った子が出て来た。やがて別の日，その子が小さなウナギを沼で捕まえて，家に持って帰っ
てブツ切りにしたところ，かの大ウナギがやって来て，そのプツ切りにされた小さなウナギ
を持って帰った。大ウナギは，小さなウナギの母で，前に丸切りにした時，頭だけ逃げてい
たのが，やって来たのだった。
○木曜島のエディン村には大きなカヌーがあった。およそ150名乗りの大きさであった。
金，水，火，日曜島の連中はかねがねそれを欲しがっていた。ところでそれらの島々 の連中
が木曜島の近くのリーフに魚獲りにやって来た。北島水道からオレー水道にかけて獲ってい
た。ところが何者かに取り囲まれてしまった。そこでラッパ貝（ホラ貝）を吹いたら，いな
くなって，リーフの上には巨大な足跡がついていた。
○昔々 ・ドロポウが多かった。そして貯蔵する小屋がなかったので，食料などはパンの葉で
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包んで，寝る所の上に置いていた。ある家にドロポウが来た。ところがその家は大変用心深
くて，魚などの食べものをシャコ貝の中に入れておいた。シャコ貝は生きていた。そうして
シャコ貝に手をつっ込んだドロポウは，手が切れてしまった。シャコ貝は夜開き昼閉じるの
である。また，開いているシャコ貝に手をつっ込むとたちまち強力に閉じるのである。だか
ら子供達は決して他人のものを盗んではいけないのですよ。
以上である。
又，先述したT氏は，トラックの葬制について〈人が死ぬと，屍体をむしろで巻き，それを
家の中に二，三日つるして置く。お悔や承に来た人は，その屍体をおまいりする。その後，リ
ーフの上に持って行き，屍体の上に石を乗せて放置する。鮫などが来てそれを食う。水葬であ
った＞と話してくれた。
これらの話は，その話の終わりに「後妻の首を切る」とか「オバケの腹を裂く」とか「プツ
切りにする」とか「手が切れてしまう」だとか，荒々しい野性的な行為が述べられている。
又，「ワシ」「オバケ」伏ウナギ」「亀」など、､想像的〃な動物が登場している。ミクロネシア
には，或いはこのようなタイプの話が多いのではなかろうか。
ところで中島敦の「南島讃」は「幸福」「夫婦」「難」から成っているが，それらは以上のよ
うな話に比べると荒々しさが少ない。
「幸福」は南島の架空の島を舞台にして，長老と召使いが夢で逆転するという話である。
（20）
これはすでに『列子』が素材であると指摘されている。この中でさまざまな南島のエピソー
ドが使われている。素潜り漁の話，ウドウドと称する勾玉のような貨幣の話，家宝の投槍や戦
舟の逸話，風土病のことなどである。或いはコマ切れにされた神話，伝説などもある。これら
は先述した，診談，奇談」の考え方と同じである。
「夫婦」は，一人の男をめぐる二人の女の恋喧嘩の話である。「パラオ」の風俗習慣をヒント
（21）
にしたものと思われるが，トラック神話，伝説に比べると人間臭く，遙かに近代に近づいた話
である。これもまた「珍談，奇談」に近く，そのような設定に中島敦の文章は，はずんでい
る。礎」は前二者と違って，作者の現実の体験であるかのように書かれている。陣福」は，
この島の古代であり，「夫婦」は近代，隣」は現代と言って良いように思われる。中島にとっ
ての南島の古代，近代，現代の讃である。隣」はこの島のある老人の話である。凧」はその
老人に神像や神祠などの模型の制作を依頼するが，その手間賃の請求や，制作物が実に「出
鱈目」で腹立たしい思いをする。その上「私」の大事にしていた腕時計が持ち去られてしま
う。やがてしばらくして，その老人が病気で苦しんでいるのを知って，医者を紹介してやっ
た。その時老人は「繰返し一～礼を述べ，曽て私がどんな多額の金をやった時にも見せなかっ
た程幾度も幾度も頭を下げた。何故こんな詰らない事をこんなに有難がるのか，却って此方が
面喰らって了った位である｣。そうしてその後老人の死亡が，生きている難の贈り物と共に私
に知らされる。しかも実に丁寧に三人の「土民」から三匹手渡されたのであった。その理由を
(20）（21）佐々 木充箸『中島敦の文学』（桜楓社・昭和59年5月三版）
ミクロネシアと中島敦 43
「島民」に聞くと，閲らく，一人だけに頼んだのでは，猫婆される'陸が充分にある故，老人
は万全を期して三人に同じことを委嘱したのであろう」ということであった。「島民」の生活
にとって難が如何に大切であるかを知っている「私」は「あの時計の事件によって私の心象に
残された彼の好悪さと，今の此の難の贈り物とをどう調和させて考へればいいのだらう」と悩
む。そうして「南海の人間はまだ～~私などにはどれ程も分ってゐないのだといふ感を一入深
くしたことであった」という感想を洩らして，この話をしめ括っている。しかし，この感想は
実に奇妙である。この老人の側に立ってゑれぱ，実に簡単なことである。他人にものを頼むと
いうことは$'金〃ではなく＄'こころ〃なのである。＄'金〃は充分出すから，それに見合う物を
造れ，と一方的に命令されても，それに対して真情は応えない。余っている、'金〃をもらうの
は当然の行為なのである。それに対して，凧」が医者に口を利いてくれたのは，老人にとっ
て承れば$'こころ〃であったので，だから老人は最大の感謝を「私」に捧げたのである。私有
性という近代の病のないこの老人にとって世にも珍しい「時計」を欲しく思うのは，実に当然
なことであり，置いてあれば持って行くのが素直な人間の行動である。
ただこれだけの事である。中島にはその事が分からなかったのであろうか。
6，サイパン
中島敦は，東方のミクロネシア巡航を終え11月5日にパラオに帰着するが，2週間もたた
ずに北方の旅に出立している。11月17日パラオを発って，ヤップ・ロタを経由して11月25日
サイパンに着いている。そこで12月11日まで滞在することになり，この島で日米開戦の報を
知ることになる。12月14日付妻宛書信で「いよ一~･来るべきものが来たね。どうだい，日本
の海軍機のすばらしさは。ラジオの自由に聞けるそちらがうらやましいな」（151）と述べてい
（2）
る。当時の地図（昭18年）を見ると，ガラパン町（サイパンの中心地）の南洋庁サイパン支庁
の海岸に向かって向かいにカトリック教会があり，その向かいが公会堂，そしてその向かいに
「小田ラジオ」とある。書簡や日記で「小田電機」とあるのはここのことである。12月8日
中島は支庁で開戦を知り，「小田電機」でその後のニュースを聞いている。この「小田電機」
には知人が寄寓していたのである。中島は最初「殺風景」（日記，11月25日）で「赤ん坊を
連れた夫婦者」（書簡145）という同宿者が二組いる。伎庁のクラブの宿泊所」に居たが､，さ
（23）
まざまな不満があって（本を読めぬ，蚊帳が小さいなど），曉業学校」の先生の「田辺氏」の
所に移っている。この「田辺氏」の所は，地図でやはり「田辺」とあって「小田ラジオ」の隣
の区画である。反対の区画には「秋山薬局」がある。そこは海岸の近くで「二丁目通り」とあ
る。海側から「海岸通り」「一丁目通り」「二丁目通り」「三丁目通り」個丁目通り」とあっ
〔22）『南洋群島昔今』（前出）収録。「これは，その当時サイパンに在住していた一日本人が記憶によって
書かれた当時の見取図です」とある。
(23）＜書簡＞145
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て，支庁は「四丁目通り」に面している。更に行くと「公学校」があり，真近に「小山田」
（校長）とある。小学校は「第二小学校」が南ガラパンにあり，近くに「サイパン実業学校」
もある。支庁の奥に「サイパン法院」その隣りは「サイパン病院」その奥は「サイパン神社」
である。賦徳殿」は支庁の隣りにある。また，「四丁目通り」を北に行くと「サイパン劇」
場に突き当たり，その海がわ「二丁目通り」に面して「よか楼」がある。その「三丁目通り」
に「サイパンキネマ」というのも見える。「サイパン高等女学校」は，更に北側の「ポンタム
チョウ」近くの海岸通りにあり，隣りは「本玉町小学校」になっている。日本人「小学校」が
北ガラパンと南ガラパンに1つずつあり，「公学校」はガラパンに1つしかないのも，いかに
も、旧本人〃の街のように思われる。もっとも、'日本人〃といっても，その半数は､'沖縄人〃
であったことが地図に付された屋号からも分かる｡(例えば，名城商店，山城商店，津嘉山ソ
バヤ，古堅商店など)。
ところで中島は「ここの公学校の教育は，ずゐぶん，ハケシイ（といふよりヒドイ）教育
だ。まるで人間の子をあつかってゐるとは思へない。何のために，あんなにドナリちらすの
か」（書簡149）とか「校長及訓導の酷烈なる生徒取扱に驚く。オウクニヌシノミコトの発音
をよくせざる生徒数名，何時迄も立たされて練習しつ上あり」（日記11月28日）とかと述べて
いる。南洋庁の北端，日本にもっとも近いサイパンで過酷な現実に出会っている。この島にお
ける日本の軍隊式教育の徹底は，「島民」を巻き込んで「玉砕」という悲惨な結果になる。今
でもこの島の北端，ギンネム林（戦後アメリカ軍が種子をぱら撒いた沖縄のそれと同じ）を抜
けて行くと「バンザイクリフ」が太平洋の風波にさらされている。
中島敦にとって，トラックやマーシャルは古代や非文明との出会いを強く感じさせた所で，
ほんのしばらくその「夢」に酔うことができたが，サイパンで現実に出会ってしまった。
中島は帰日してから書いた「風物抄」のなかで，サイパンについて次のように薑いている。
日曜日の夕方。
鳳凰木の茂承の向ふから，清高い－それでゐて何処か押し潰されたやうな所のある一チ
ャモロ女の合唱の声が響いて来る。スペインの尼さんの所の礼拝堂から洩れてくる夕べの
賛美歌である。
…(略)…
夜。月が明るい。道が白い。何処やらで単調な琉球蛇皮線の音がする。プラプラと白い
道を歩いてゑた。（略）何か夢幻的なものが漂ひ，この白い径が月光の下を何処までも続
いてゐるやうな気がする。
あからさまな｛､昼〃の現実から逃がれようとすれば，夜の夢幻である。昼は目に痛い緋色の
「鳳凰樹」も夕方にはぼんやりと茂みの影を作り，物哀しい「賛美歌」も聞こえてくる。そう
して夜になればもっと遠くの「間のびした」蛇皮線の音が聞こえてくる。夜は単調な音によっ
て、時〃も、場〃も遠くへ遠くへ連れ去られて行く。
だが中島は，黄泉の国，常世の国の快楽に浸り込んでは行かない。、'音〃にたゆたうには彼
の歩きは速すぎる。、'正確〃に歩き，見，聴き，記述していく。
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その中に，歩いてゐた細い径が，急に明るい通りに出て了った。
出た角の所に劇場があって，其の中から頻りに蛇皮線の音が響いて来る。
この記述は先述したように当時の地図と照らし合わせて承ると非常に正確である。その「蛇
皮線の音」は，打って変わって「本式の賑かなの」であって，そこで中島は劇場に入り．映
劇北山風雲録」というものを観劇することになる。これはいわゆる「うちな一芝居」であっ
て’笑いあり涙ありの芝居である。この「北山風雲録」というものそのものの演目は今の所探
し出せないが，恐らく「北山敵討」（ぼくざんてぎうち）そのものか，或いは同種のものであ
もとぶウフヌシ
ろう○叱山敵討」は「組踊。仇討物の一つ『本部大主』とも呼ばれ，宜野座村松田や与那国
島など数カ所の村踊りで演じられている。現存する多くの写本類にも承える。本部大主は主君
の北山按司を殺し城を奪いとる。逃げのびた若按司とその妹が家臣の謝名大主を訪ねて国頭へ
行く（略)。若按司，謝名，家臣岸本の子虎千代らは山中で出会う。虎千代は若按司の身替り
となり大宜味番所へ火攻めに出かけ故意に捕まる。かねてからの計画どおり虎千代は謝名大
（24）
主・若按司らと連絡をとり本部大主を討つという内容。全体は11段からなる」というものであ
る。他に「今帰仁由来記」という史劇もあり「渡嘉敷守良原作の史劇。1907年（明治40）4
月，球陽座で上演された。（略）今帰仁城の若按司丘春が，ちりぢりになった家臣を集め，城
（25）
を再興するという内容で，最初は『北山由来記』として上演，のちに改題した」というもので
似かよっている
芥川龍之介の再来と言われた中島敦に，琉球戦国時代の歴史物語創作の可能性が，この時あ
ったかも知れない。
遙か遠くの、'南洋〃から!'日本〃に近いミクロネシアで，更に近い､琉球〃を見ることで，
歴史物のロマンに定点を決めたかのような中島であった。そして，それは決して、､古代〃でも
なく，！､現在〃でもない地点であった。
おわりに
以上のように，中島敦の文学は，ミクロネシアとの関係において，その時代の支配的意識か
らそれ程脱げ出てはいないことを述べてゑた。
しかし，中島敦の文学がミクロネシアから何を得たかについては，充分触れることができな
かった。作品の独立した価値の検討と共に今後の課題として残したことをご寛恕願いたい。
(24）当間一郎，［北山敵討」（『沖縄大百科事典』1983年5月，沖縄タイムス社）
尚，内容については,『沖縄郷士古典芸能組踊全集』（1965年再版。當間清弘編，発行）で見ることが
できる。
(25）嘉手川重喜，『沖縄大百科事典』（前出）
付記注で承られる通り，資料に関しては小菅輝雄『南洋群島昔今』に負う所が大きい。ミクロネシアの
調査に関して，「琉球新報社」の三木健氏にさまざまなご教示を得た。また，調査費の一部として沖
縄国際大学特別研究費を使用させて頂いた。ここに記して感謝したい。46，47頁は写真です。
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